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1. はじめに 

 初等教育において児童の思考力の低下[1]と、ICT 活用

の低さ[2]が問題となっている．思考を補助に対し，ICT が

効果的であることが報告されている[3]．これらの問題を解

決するため，実践的な ICT 教材を用いて児童の思考を補

助することを目的とする． 

本研究は，実践的な ICT 教材を目指すため，現役の小

学校教諭である真尾，藤崎と協力して行う．また，小学校学

習指導要領において，教育の情報化すべき場面として挙

げられている図形の中でも，単元「図形の合同」において

行うこととした．算数において，場面の状況に応じて，数理

的に捉え，数学的に表現・処理し，得られた結果から判断

することに課題があることが報告されている[1]．真尾，藤崎

によると，図形の合同では，思考において以下の 2 つの問

題点がある． 

A. 児童は辺と角の条件の組み合わせを適当に行い，

それまでに試行した結果から思考し，判断することが

できない． 

B. 図形の合同はそれまでの単元とは違い数式等を

使わないため直感的に捉える児童が多く，なかなか数

理的に理解することができない． 

本稿では，思考における2つの問題点を考慮する ICT教材

を開発し，それを用いた授業実践の結果を報告する． 

2. ICT 教材「合同チェッカー」の仕様 

 本研究で開発したソフトウェア「合同チェッカー」は，問題

A，B を解決する仕掛けとして，後述する履歴機能と図形の

可視化の 2 つがある．まず使用者は，お題（図 1 左の三角

形）に対して合同になるように辺・角（図 1 右の三角形）を選

択し，長さ・角度を入力する．ソフトウェアはそれに応じた描

画動作の可視化を行う（図 2）．条件を選び終わると図形が

移動できるようになり，使用者は実際に図形を重ね合わせ

ることで合同条件であるかを確認することができる（図 3）． 

 

 

3. 思考の補助 

3.1 履歴機能 

 思考における問題 A に対しては，履歴機能を実装した．

履歴機能は過去に組み合わせた条件の一覧を確認でき，

合同条件に合致しているものには丸印を付けてきっかけを

与えた． 

3.2 可視化 

 思考における問題点 B に対しては，指定した条件が合同

条件ではない理由を可視化し，動きで見せることにより思考

を促す．また，児童は頭の中で図形をずらしたり，回転させ

たりすることに課題がある[1]．そこで，できた図形を実際に

重ね合わせることで頭の中ではなく，目視で確認することで

思考の補助をする． 

4. 実践方法 

 実践対象は小学5年生27名で，2019年10月25日14:00

～14:45 に実施した．授業実践の前日と後日に 5 択の選択

式テストを実施し，そのテスト結果を比較する． 

5. 実践結果と考察 

 授業実践の前後に行ったテストを比較したところ，結果が

良くなったのは 27人中 16人であった．結果が悪くなったの

は 27 人中 10 人であった．思考の補助を目的としたが，結

果の良し悪しは分かれた．これは図形の捉え方のポテンシ

ャルがあった児童の補助はできたが，そうではない児童の

補助はできなかったと考えられる．この結果は，著者らが想

定していた以上に手助けが必要な児童が多いということで

ある．児童は教師の「考えてみよう」という指示を待っており，

「自ら考える」ことを鍛える必要があることが考えられる． 
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